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次号予告　　63 巻　7号 ヘッドライン　：　食生活を豊かにする化学

　新しい学習指導要領の教育課程が 3年目を迎え，高等学校 3年まで完全移行し
た。中学理科の生物の内容は大きく変わり，高等学校では科目名も「化学Ⅰ」「化
学Ⅱ」から，「基礎化学」・「化学」へ変え，「化学」の教科書はボリュームも膨らん
だ。こうした変化の中で現場の高校教諭はどのように対応しているのか，大学入試
への影響についてはどうなのか，大学での教育内容に変化はあるのかといった点に
ついて，それぞれの立場から考察いただく。

ヘッドラインテーマ： 第 22回化学教育フォーラム
「新しい高等学校化学の教育課程に向けて」

表紙の言葉　弘前大学教育学部

　弘前大学教育学部は，明治 9（1876）年，青森市に師範学校本校の設置から始ま
りました。昭和 20 年の青森大空襲で校舎が全焼した翌年，弘前城のある弘前公園

内の兵器倉庫を改造し，新校舎としまし
た。その後，教育学部は旧制弘前高等学
校跡地へ移転し現在に至ります。理工学
部などがある隣接地は旧陸軍司令部跡地
です。教育学部の一部は，太宰治の直筆
ノートなどが展示されている資料館に
なっています。また理工学部には，日本
一大きなフーコーの振り子（振り子の長
さ 45　m，重さ 50　kg，錘の直径 23　cm）が
あります。


